
別記様式第１号（第４，第５関係）

研究活動に対する目標計画ならびに達成状況票（令和 年度～令和 年度）

所属部局等 職名 氏名
専門分野等 分野・分科等(情報学，数学，心理学等）

□人文科学 □社会科学
□自然科学 □芸術
□ｽﾎﾟｰﾂ健康科学 □教育科学 課程・学科（専攻）

（1）専門分野に関する研究
※１年目の初めに記入すること。
自分の研究がどのようなことを目標とするものか，また，その研究成果は当該研究分野
に対してどのように寄与することになるのか。長期的な展望なども含めて，できるだけ
一般の方にもわかるように記入すること。（“Research Policy”）
【概要】（必須・公開）

【詳細】（任意・非公開）

今後３年間の研究の目標とそれを実現するための計画について記入すること。
長期的な研究が必要な場合にも，今後３年間の見通しについて記入すること。
共同研究の場合には，自分の分担する部分を明確にすること。
【概要】（必須・公開）

目標
計画 【詳細】（任意・非公開）

プロジェクトの代表として上記の研究を行う場合には，そのプロジェクト名を
記入すること。

※１年目の年度末に記入すること。
初年度として目標のどこまで研究を進めることができたか，記入すること。

学会発表 演題(学会名) 合計 回
論文（標 査読有り
題，雑誌
名，巻，

１ 年 目 号，頁， 査読無し
達 成 状 年） 合計 編
況(令和

年度) 作品出品，名称
具体的 演奏会， 場所 合計 回
成果 競技歴

著書 単著
(出版社) 共著 合計 冊
当該研究で外部研究資金を獲得した場合，あるいは，学長裁量経費
の配分を受けた場合に記入すること。
研究課題

資金 □科研費等の外部資金 □新規 □継続 □共同 □個人
□学長裁量経費 □新規 □継続 □共同 □個人

特記事項
(受賞等)



※２年目の年度末に記入すること。
第２年度は目標のどこまで研究を進めることができたか，記入すること。

学会発表 演題(学会名) 合計 回
論文（標 査読有り
題，雑誌
名，巻，

２ 年 目 号，頁， 査読無し
達 成 状 年） 合計 編
況(令和

年度) 作品出品，名称
具体的 演奏会， 場所 合計 回
成果 競技歴

著書 単著
(出版社) 共著 合計 冊
当該研究で外部研究資金を獲得した場合，あるいは，学長裁量経費
の配分を受けた場合に記入すること。
研究課題

資金 □科研費等の外部資金 □新規 □継続 □共同 □個人
□学長裁量経費 □新規 □継続 □共同 □個人

特記事項
(受賞等)

※３年目の年度末に記入すること。
第３年度は目標のどこまで研究を進めることができたか，記入すること。

学会発表 演題(学会名) 合計 回
論文（標 査読有り
題，雑誌
名，巻，

３ 年 目 号，頁， 査読無し
達 成 状 年） 合計 編
況(令和

年度) 作品出品，名称
具体的 演奏会， 場所 合計 回
成果 競技歴

著書 単著
(出版社) 共著 合計 冊
当該研究で外部研究資金を獲得した場合，あるいは，学長裁量経費
の配分を受けた場合に記入すること。
研究課題

資金 □科研費等の外部資金 □新規 □継続 □共同 □個人
□学長裁量経費 □新規 □継続 □共同 □個人

特記事項
(受賞等)



（2）学部（課程）の教育および大学院教育の目的に沿った研究
※１年目の初めに記入すること。
自分の専門的分野の研究がどのように本学あるいは課程の教育目的と関連づけられると
考えるか。それに対する考えについて記入すること。（“Educational Research Policy
”）

自分の専門分野の研究をベースとしながら，教員養成や学際的分野，地域文化
等に関わる研究をどのように進めていくのか，今後３年間の目標と計画を記入
すること。
【概要（必須・公開）】

目標 【詳細（任意・非公開）】
計画

自分がプロジェクトの代表として上記の研究を行う場合には，そのプロジェク
ト名を記入すること。

※３年目の年度末に記入すること。
この３年間にどこまで研究を進めることができたか，記入すること。

学会発表 演題(学会名) 合計 回
論文（標 査読有り
題，雑誌
名，巻，

３ 年 間 号，頁， 査読無し
の 達 成 年） 合計 編
状況(令
和 年 作品出品，名称
度) 具体的 演奏会， 場所 合計 回

成果 競技歴
著書 単著

(出版社) 共著 合計 冊
当該研究で外部研究資金を獲得した場合，あるいは，学長裁量経費
の配分を受けた場合に記入すること。
研究課題

資金 □科研費等の外部資金 □新規 □継続 □共同 □個人
□学長裁量経費 □新規 □継続 □共同 □個人

特記事項
(受賞等)



※３年目の年度末に記入すること。（非公開）
「研究」として論文等に発表できなかったとしても，卒論や課外活動等において何らか
の教員養成や学際的分野に関わる活動を行って，それらの記録が残っている場合には，
以下に箇条書きで記載すること。
項目 テーマや具体的活動内容等について

修論・卒論

合計

ゼミの活動

合計

担当する授業から
発展したもの

合計

その他

合計


